














担当 田内清憲 豊原俊治 五十嵐功 原内直美









































3週 (21日)齢から雄では 111週 (2年 1ケ月
半)齢､雌では 115週 (2年 2ケ月半)齢まで毎
日健康状態を観察 した｡また､週 1回触診 して､
皮下および腹腔内に腫癌の有無を調べた｡実験終
了日に生存動物をエーテル麻酔で屠殺 し剖検 した｡


















各動物 の臓器 重量測定後各種組織 を切 出 し
10%中性ホルマ リン液に固定 し､パラフィン包












































ク (雌 16,000m/day･雄 13,000m/day)となる｡そ
の後､17-19週齢までに運動量は雌雄共に急激に
減少す る｡ そ して､雄では､17-18週齢 (約





(約 1,000m/day)がみられる｡ 自発運動は 86週
から 87週の間に急に 1/3にまで減少 (約 1,000
m/day) した後､更に直線的に下降半減 して 1日
500m前後になっている｡なお､雄の自発運動群 20
匹は 107週 (1年 0.5ケ月)齢までは前例生存 し､
その後毎週 1例づっ老衰死 して､110週には 17例
が生存 していたが対象の非運動群では 83週に1
例老衰死が出始め､110適中に生存率が 40%にな








































311±28gに対 し自発運動群 259±19gである｡ 同






60週齢 (約 1年 2ケ月齢)以降では､雌の自発
運動群は運動量の激 しい変動に関係なく体重はほ
ぼ一定値を維持 している｡ 雄の運動群の体重は 1
年半まで微増 した後平坦化 して 2年を過ぎて少 し









を 1匹当りの週間平均 日量で図 15に示 した｡13
週までは毎週の 1匹当り平均日量､それ以降は 4
週間隔で夫々1週間の平均 日量で示 してある｡ 3
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Weeksofage
図 13 雌雄ラットの生涯に亙る自発運動 (車回し運動活性)の経過
(各週毎の平均一 日走行量 m/dayで示す)
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図 14 自発運動群および非運動群ラットの2年間に亙る体重の推移





餌を満た して測定 し 4
週齢の投与量とする｡
以下同様に取扱って各




















初の鋭い ピー クは 19































































































































年 1ケ月 (110週)で 85%の生存率であり､雌の
自発運動群 (全例生存は 81週齢 1年7ケ月､110

























E♂ :0/3､E♀ :0/5､C♂ :3/9､C♀4/8､
Fatalseverechronicnephropathy
致死性重症慢性腎症
E♂ :1/3､E♀ :0/5､C♂ :7/9､C♀4/8､
Malignantsubcutaneousneoplasm
悪性皮下新生物






E♂ :0/3､E♀ :1/5､C♂ :0/9､C♀0/8､
Cardiacthrombosis
心臓血栓症






















雄では､自発運動群 20匹中､86週齢 (1年 8
ケ月)で 1匹､98週齢 (1年 10ケ月半)でさらに






雌 で は乳 腺 の腺 腫 或 は線 維腺 腫 mammary
adenoma/fibromaが非運動群 (18匹)で多発 し､
80週齢 (1年 6ケ月半)で 1匹出現 した後､82週
齢で2匹となり､2週間後の84週齢では計 5匹(う
ち 1匹では複数箇所)となり､2ケ月後の 92週齢
(1年 9ケ月)で計 6匹 (内複数腫癌 2匹)､94
週齢で9匹となりその後も3-4ケ月毎に1匹ずつ

















下垂体 腎上体 莞 妄 誓 言 肝 腎 排腹筋 (諾 孟)菟
(mg) (mg) (mg) (mg) (g) (mg) (mg) (g) (g)
雄
非運動群 538 18.2 92 2427 1363 20.9 4429 1139* 12.2 4.3
(6匹) ±127 ±4.0 ±23 ±556 ±528 ±2.0 ±601 ±178 ±9.0 ±2.8
(111適齢) 自発運動群 441 15.1 76 2871 1095 19.6 4173 1542 8.2 3.8
(17匹) ±43 ±4.5 ±25 ±339 ±570 ±4.1 ±834 ±459 ±4.8 ±1.0
雌
非運動群 447* 20.8 93 94 842 18.8 3334 894* 8.0 12.4
(10匹) ±127 ±7.9 ±47 ±32 ±249 ±6.7 ±785 ±249 ±8.0 ±12.3
(115適齢) 自発運動群 308 16.1 81 96 919 13.4 2802 1071 5.5 6.6
























































































合は雌の方が高く (雌 8例中 7例､雄 10例中 3











雄 雌 雄 雌
下垂体前葉腺腫 8/20 5/19 10/15 8/18
高 度 1 2 3(3) 7(4)
軽 度 7 3 7 1
慢 性 腎 症 10/20 7/19 13/15 15/18
高 度 5(1) 3 12(7) 13(4)
( )内は死亡例数
雌では乳腺の腺腫や線維腺腫が非運動群で多く
見られた (12/18)が､自発運動群では 19例中 3
例 しか発症 しなかった｡そのうち､線維腺腫は非


































































































































Effectsofdietary restriction on age-
associatedPathologicchangeinF-344rats.
J.Toxicol.Pathol.3:209-221,1990.
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